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 「天城湯ケ島ＩＣ（仮称）周辺将来ビジョン」 

 に係る中間報告 
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 天城湯ケ島ＩＣ（仮称）周辺構想検討協議会 

 委員長 二井 昭佳 

 

 

 

 

 



◯天城湯ヶ島地区が目指すまちづくりの将来像について 

少子高齢化・人口減少が進行する中、将来にわたり豊かな社会を形成していくた

めには、市民と行政が一体になって、まちの魅力を最大限に引き出すとともに、ふ

るさとへの誇りや明日への希望を持ち、元気で幸せに暮らし続けられる環境を整え

ることが重要です。 

天城湯ヶ島地区は、自然のままの美しさが残る天城連山とそこから育まれるおい

しい水、ワサビやシイタケ、紅姫あまごや天城軍鶏、イズシカなど多くの地場産品

に加え、日本を代表する文人墨客たちに愛された文学の里や温泉など、多くの恵ま

れた資源を有しています。これら地域資源を市民の日常生活に効果的に取り入れる

とともに、伊豆縦貫自動車道の南進といったチャンスを活かし、伊豆半島の広域的

な交流拠点の役割を担っていく必要があります。 

平成 30 年度末には天城湯ヶ島 IC（仮称）の開通に伴い、高規格な交通ネットワ

ークの構築が地域振興や防災にも大きく寄与するものと期待されています。当検討

協議会では、天城湯ヶ島地区全体の将来像を検討するとともに、IC 周辺の活性化構

想の検討を進めているところであり、平成 27 年度の検討成果を以下のとおり取りま

とめましたので、中間報告として提出いたします。 

 

記 

 

１ 目指すべき方向性＜コンセプト＞について 

伊豆半島の広域道路の東西軸と南北軸が交差するという天城湯ヶ島地区の立地特

性を生かした地域活性化を目指して、月ヶ瀬地区と宿地区の２ヶ所に地域振興拠点

を配置することとし、インターチェンジのある月ヶ瀬には以下のコンセプトで道の

駅を整備すべきである。 

（１）天城湯ヶ島地区～伊豆半島西南部の玄関口として、伊豆市をはじめ、伊豆半

島の観光情報発信拠点、非日常を味わえる農業などの着地型観光体験機能、地

産地消の飲食機能や地場農水産物の物販機能など、訪れた人をもてなし、地域

の魅力を伝える場づくりを目指す 

（２）地域の人たちが日常的に使え、子育て交流や多世代交流場といったコミュニ

ティの拠点、さらには雇用を生むことで、地元に愛される場づくりを目指す 

（３）狩野川の自然や景観を活かし、地域住民、観光客双方のレクリエーションや

憩いの場になるような環境づくりを目指す 

（４）伊豆半島中央に位置する広域道路網の結節点という立地、天城北道路という

高規格道路を活かした防災拠点づくりを目指す 

 これらにより、インターチェンジ周辺だけににぎわいが生まれるのではなく、周

辺地域にも効果が波及し、天城湯ヶ島地区の一体性がさらに高まるようにしていく

べきである。 

２ 導入すべき機能について 

天城湯ヶ島地区の伊豆半島における広域観光の玄関口、生活・交流の場、防災拠

点として、道の駅には以下の機能を導入すべきである。 

（１）地産地消のカフェなどの飲食、地場農水産物の物販機能 

（２）伊豆市をはじめ、伊豆半島の観光情報発信機能 

（３）農業などの着地型観光体験機能 

（４）狩野川の自然や景観を活かした広場空間、イベントスペース機能 

（５）高規格道路を活かした防災拠点機能 

（６）バスターミナルなどの公共交通機能 

 

３ 今後の空間整備の検討方針について 

空間整備にあたっては、以下の方針で検討を進める。 

（１）天城湯ケ島らしさを大事にする 

（２）狩野川との連続性を活かす 

（３）地域住民・事業者・行政が一体的となって連携する 
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